
７
月
８
日
㈰

〜
大
地
震
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て
〜

〜
蕎
麦
打
ち
・
お
団
子
作
り
〜

　南
越
谷
地
区
セ
ン
タ
ー

ま
ち
づ
く
り
研
修
会
開
催

７
月
14
日
㈯

南
越
谷
地
区
セ
ン
タ
ー

南
越
谷
地
区
セ
ン
タ
ー

普
通
救
命
講
習
会

５
月
27
日
㈰

〜
皆
で
綺
麗
な
ま
ち
づ
く
り
〜

コ
ミ
協
防
災
部
担
当
担
当

防
災
部
会
担
当

７
月
24
日
㈫

世
代
間
交
流
事
業

福
祉
部
会
担
当

南
越
谷
地
区
一
斉
清
掃
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役
　
員
：
会
長
　
饗
庭
秀
男

　
副
会
長
：
白
井
俊
市
、
八
木
沢
サ

　「
平
成
24
年
度
南
越
谷
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
ま
ち
づ
く

り
研
修
会
」
を
コ
ミ
協
会
員
、
自
治
会
を
は
じ
め
コ
ミ
協
構
成
団
体

を
対
象
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
越
谷
市
協
働
安
全
部
長
荒
井
隆
之
氏
で
、
内
容
は

①
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
越
谷
市
の
対
応

②
こ
の
大
震
災
か
ら
見
て
私
達
が
な
す
べ
き
こ
と
は
何
か

③
越
谷
市
の
防
災
対
策

④
必
要
な
備
え
は
何
か
「
自
治
会
・
コ
ミ
協
・
住
民
の
な
す
べ
き
こ

と
な
ど
」
映
像
を
使
っ
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
越
谷
市
に
は
今
も
3
0
0
名
ほ
ど
避
難
生
活
を
し
て
い
る
方
が
い

ま
す
。

　
現
地
に
救
援
や
視
察
に
行
か
れ
た
様
子
も
話
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

の
地
震
で
は
帰
宅
困
難
者
対
策
、
携
帯
電
話
が
繋
が
ら
な
い
な
ど
の

対
応
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」
を
第
一
に
、
そ
れ
か
ら
家
族
、
近
所

の
支
援
と
い
う
自
主
防
災
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。「
防
災
対
策
ガ

イ
ド
」
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
災

害
に
備
え
て
「
避
難
・
家
具
の
転

倒
防
止
・
非
常
持
出
品
の
用
意
・

家
族
で
話
し
合
う
」
な
ど
が
必
要

で
す
。

　「
広
報
こ
し
が
や
」
と
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
「
越
谷
シ
テ
ィ
メ
ー

ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
」
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
登
録
す
る

と
越
谷
市
の
最
新
防
災
情
報
な
ど

が
得
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
の
南
越
谷
地
区
に
お
け
る

防
災
対
策
の
取
り
組
み
に
あ
た
り

大
変
有
意
義
な
研
修
会
で
し
た
。

Ｎ
・
Ａ

  

今
回
の
講
習
会
は
、
コ
ミ
協
会
員
を
対
象

に
越
谷
市
消
防
署
の
指
導
の
も
と
、
救
急
車

が
到
着
す
る
ま
で
の
救
急
対
応
を
実
習
形
式

で
行
い
ま
し
た
。
20
名
が
４
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
心
肺
蘇
生
法
（
胸
骨
圧
迫
と
人
口
呼

吸
）、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
、
最
後
に
も
う
一
度

初
め
か
ら
通
し
て
、
一
人
ず
つ
正
し
い
対
応

の
仕
方
を
学
び
ま
し
た
。

　
最
初
は
手
順
を
覚
え
る
こ
と
に
注
意
を
向

け
す
ぎ
て
ぎ
こ
ち
な
い
様
子
も
見
ら
れ
ま
し

た
が
、
通
し
の
段
階
に
な
る
と
か
な
り
ス

ム
ー
ズ
に
な
り
、
全
員
が
自
信
を
持
っ
た
よ

う
で
し
た
。
講
習
会
で
は
人
形
を
使
用
し
ま

し
た
が
、
参
加
者
は
実
際
の
現
場
の
よ
う
な

真
剣
さ
で
取
り
組
ん
だ
講
習
会
で
し
た
。

　
実
習
の
前
に
指
導
者
か
ら
、
対
応
が
１
分

遅
れ
る
ご
と
に
生
存
率
が
７
〜
10
％
低
下
す

る
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
、
救
急
車

が
到
着
す
る
ま
で
６
〜
７
分
か
か
っ
て
お

り
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
適
切
な
対

応
が
生
存
率

ア
ッ
プ
に
つ
な

が
り
ま
す
。
で

き
る
だ
け
多
く

の
市
民
が
、
繰

り
返
し
講
習
会

に
参
加
し
て
身

に
つ
け
て
ほ
し

い
と
の
こ
と
で

し
た
。

S
・
K

　
今
年
の
世
代
間
交
流
事
業
は
午
前
・
午
後
に
分
け
、

地
区
セ
ン
タ
ー
の
調
理
室
で
開
か
れ
ま
し
た
。
午
前
中

の
「
蕎
麦
打
ち
」
に
は
10
人
程
の
高
学
年
児
童
に
混
じ

り
、
年
配
の
方
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。

　
４
組
に
分
か
れ
、指
導
員
の
手
さ
ば
き
を
見
な
が
ら
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
そ
っ
て
見
よ
う
見
ま
ね
の
蕎
麦
打
ち
で

す
。
水
回
し
で
蕎
麦
の
で
き
が
9
割
ほ
ど
決
ま
る
と
言

わ
れ
て
い
て
、
水
加
減
・
練
り
回
し
に
苦
労
を
し
て
い

ま
し
た
。
名
人
い
わ
く
「
蕎
麦
打
ち
は
奥
が
深
い
」
と

の
こ
と
で
、
切
り
上
が
っ
て
み
て
、
美
味
し
さ
を
感
じ

た
蕎
麦
が
一
番
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
午
後
は
低
学
年
児
童
31
名
と
交
流
参
加
者
で
「
白
玉

あ
ん
団
子
」「
み
た
ら
し
団
子
」
各
２
組
に
分
か
れ
、

福
祉
部
会
の
方
々
の
微
笑
ま
し
い
指
導
で
団
子
作
り
が

始
ま
り
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
埼
玉
に
放
映
さ
れ
る
ビ
デ
オ

撮
影
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
笑
顔
の
ス
タ
ー
気
取
り

で
、
大
き
な
団
子
、
小
さ
な
団
子
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　
試
食
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
お
か
わ
り
、
お
か
わ

り
と
賑
や
か
な
交
流
会
で
し
た
。

Ｒ
・
Ｎ
＆
Ｓ
・
Ｓ



７
月
14
日
㈯

南
越
谷
セ
ン
タ
ー

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

コ
ミ
協
防
災
部
担
当

P02

 　「熱中症にご注意」のアナウン
スが絶え間なかった今夏。それ

でも地区内では様々な行事が精力的に行われました。これ
らを通じて、個人や団体相互のコミュニケーションで地域
づくりが一層発展することでしょう。　　　　　　　 S・H

期間：H19.12.1～ 24.8.23
累計で

4,227,720個
ポリオワクチン／5,284人分、CO2発生削減／33,293Kg でした。

　
最
近
の
南
越
谷
地
区
の
犯
罪
発
生
状
況
を
越
谷

警
察
署
生
活
安
全
課
に
聞
く
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
振
り
込
め
詐
欺
、

ひ
っ
た
く
り
、
空
き
巣
、
自
転
車
盗
難
は
昨
年
度

に
比
べ
全
体
的
に
減
少
（
約
10
％
）。
た
だ
し
自

動
車
部
品
盗
難
（
タ
イ
ヤ
、
カ
ー
ナ
ビ
、
ナ
ン
バ

ー
プ
レ
ー
ト
な
ど
）が
増
加
し
て
い
る（
約
30
％
）。

こ
の
こ
と
は
自
動
車
部
品
盗
難
を
除
け
ば
、
日

頃
地
域
の
皆
さ
ん
が
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
の

心
が
け
、「
一
声
運
動
」
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
大
切
に
、
自
主
パ
ト
ロ
ー
ル
、
A
T
M
パ

ト
ロ
ー
ル
、
月
１
回
の
警
察
署
と
共
同
に
よ
る

地
区
内
パ
ト
ロ
ー
ル
の
効
果
が
上
が
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。

　
今
後
さ
ら
な
る
犯
罪
防
止
に
向
け
て
、
個
々
に

は
次
の
重
点
項
目
を
心
掛
け
る
こ
と
が
大
切
。

●
振
り
込
め
詐
欺
…
…
他
人
に
現
金
・
キ
ャ
ッ
シ

ュ
カ
ー
ド
を
渡
さ
な
い
。

●
自
転
車
盗
難
…
…
２
重
ロ
ッ
ク
施
錠
の
徹
底

●
ひ
っ
た
く
り
…
…
自
転
車
に
は
防
犯
カ
バ
ー
を

●
地
域
内
の
ル
ー
ル
を
守
る
…
…
（
ポ
ス
タ
ー
掲

示
状
態
、
ゴ
ミ
出
し
な
ど
）

　
警
察
署
は
「
青
色
回
転
灯
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」

を
平
成
24
年
６
月
１
日
よ
り
実
施
し
て
い
る
。Ｔ

・
Ｎ

●第41回南越谷地区体育祭
　9月2日㈰　8時　南越谷小学校
　※予備日9月9日㈰
●市民体育祭中央大会　10月7日㈰　9時
　しらこばと運動公園競技場　※予備日10月14日㈰
●高齢者の社会科見学（コミ協主催）
　10月16日㈫　笠間稲荷神社、茨城空港
●防災ウォークラリー（コミ協主催）
　10月28日㈰　スタート：南越谷地区センター
●南越谷地区フェスティバル
　開　催　日　11月17日㈯・18日㈰
　申込締切日　９月30日㈰

　
今
回
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

に
は
、
南
越
谷
地
区
か
ら
６
名
の
コ
ミ
協
会
員

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
「
住
民
協
働
に
よ
る
安
心
・
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
」
で
、
講
演
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
明
治
大
学
政
治
経
済
学
研
究
科

牛
山
久
仁
彦
教
授
か
ら
、
東
日
本
大
震
災
後
に

現
地
入
り
し
て
見
た
被
災
状
況
と
地
方
行
政
の

動
向
を
紹
介
し
な
が
ら
、住
民
と
行
政
の
連
携
・

協
力
の
必
要
性
な

ど
に
つ
い
て
お
話

し
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
は
、
参
加
者

5
〜
6
名
で
一
つ

の
グ
ル
ー
プ
を
作

り
、
望
ま
し
い
安

心
・
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
事
業
を
協

議
、取
り
ま
と
め
、

最
後
に
各
グ
ル
ー

プ
か
ら
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
短
時
間
で
し
た

が
、
今
後
の
各
地

区
コ
ミ
協
の
活
動

に
活
か
せ
る
養
成

講
座
で
し
た
。Ｓ

・
Ｓ

　
８
月
５
日
㈰
午
後
１
時
30
分
か
ら

越
谷
市
中
央
市
民
会
館
に
お
い
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

が
開
催
さ
れ
、
南
越
谷
地
区
か
ら
６

名
の
コ
ミ
協
会
員
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
今
回
は
「
住
民
協
働
に
よ
る
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、

講
演
会
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、
明
治
大
学
政
治
経

済
学
研
究
科
牛
山
久
仁
彦
教
授
か

ら
、
東
日
本
大
震
災
後
に
現
地
入
り

し
て
見
た
被
災
状
況
と
地
方
行
政
の

動
向
を
紹
介
し
な
が
ら
、
住
民
と
行

政
の
連
携
・
協
力
の
必
要
性
な
ど
に

つ
い
て
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
参
加
者

5
〜
6
名
で
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
作

り
、
望
ま
し
い
安
心
・
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
事
業
を
協
議
、
取
り
ま
と
め
、

最
後
に
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
短
時
間
で
し
た
が
、
今
後
の
各
地

区
コ
ミ
協
の
活
動
に
活
か
せ
る
養
成

講
座
で
し
た
。

Ｓ
・
Ｓ

事業予定

越
谷
市
中
央
市
民
会
館

共
催

　越
谷
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
・
越
谷
市

〜
地
域
の
協
力
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
〜

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

８
月
15
日
㈬

８
月
５
日
㈰

南
越
谷
地
区
の
犯
罪
は
減
少
気
味

南
越
谷
地
区
内
の
夏
祭
り

　
今
年
の
地
区
内
夏
祭
り

は
、
例
年
と
違
っ
て
子
ど

も
中
心
の
催
し
が
多
く
、

子
ど
も
み
こ
し
・
子
ど
も

盆
踊
り
（
ダ
ン
ス
）・
ス

イ
カ
割
り
・
ゲ
ー
ム
・
抽

選
会
が
メ
イ
ン
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。　
　
　
Ｔ
・
Ｎ


